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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ｂグループの​

公益財団法人佐賀県女性と生涯学習財団の角  亮子です。
佐賀大学ダイバーシティ推進室の西村りつ子です。
九州電力株式会社の大谷亮子です。
佐賀新聞社　山口敬子です。
佐賀東信用組合の西岡智子さんは、産休に入られたため本日はこの四人で発表いたします。


それでは、Ｂグループの発表をはじめます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、私たちBグループのはじまりからお話します。
この「女性の活躍推進佐賀県会議」の重点活動は「女性の能力・意欲の向上」「女性が活躍しやすい環境整備」「女性管理職比率・数などの目標設定」に資する提案を行うことが目的です・・・
でも、私たちのグループでは、ある疑問点が浮かんできました。

＜角＞　「そもそも女性活躍ってなんだろ？」
＜西村＞「なんで女性だけなの？」
＜大谷＞「女性だからこの仕事できない・・・という企業はあるの？」
＜山口＞「男性も女性も関係なくない？」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、私たちのグループのテーマは、「男性も女性も活躍できる職場、働き方改革には何が必要か」
このテーマで掘り下げることにしました
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
じゃ、働きにくい原因って何だろう？

＜角＞　　上司が帰らないと帰りづらいよね～　　　帰りづらい！！！
＜西村＞　仕事を頼みづらいってつらいよね～　　　つらいよね～
＜大谷＞　休みづらいとプライベートが充実できないよね～　できないよね～
＜山口＞　情報が共有されていないと、困るよね～　　仕事止まっちゃうよね～！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
じゃあ、働きやすい職場って何だろう！
それを探したいと思い、実践している会社にヒアリングすることにしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回、私たちは、２つの会社に訪問させていただきました。
2社とも様々な取り組みをされていますが、その中でも特に印象に残ったことを紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
聖徳ゼロテックさんは、100人以下の企業において、2014年に県内で初めて「くるみん」の認定を受けました
また、今年、女性活躍推進部門において、佐賀さいこう表彰を古賀社長が受賞されました。
男性色が強い製造業においても女性が働きやすい会社だと思い訪問しました
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
女性が働きやすいと思えたのは、
遅刻・早退・休日が取りやすかったり、土曜日が休日など、子育てとの両立がしやすいところ。
面接時に、工場見学をしたり、女性従業員の方に話しを聞くこともできるので、雇う側・雇われる側双方にて採用のミスマッチを防がれています。
女性従業員が増えたことで、男性従業員もライフを充実させたいという人が増え、従業員の意識が変化してきたそうです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その他の取組としては、
②新しい機械を導入して、仕事の効率化を図られたり、
③従業員が誰でも、何でも、提案できる「なんでも提案書」を導入し、職場の一体感を醸成されています。
このなんでも提案書はHPで公開されているので、ぜひご覧になってください。

下記はボツ　
職場の小さな気づきや、仕事に対して、誰でも何でも提案ができる「何でも提案書」
1案提出することで、最低でも200円を支給。

　職場や業務の改善や合理化に役立っているそうです。
　着眼点に注目したり、報告書のまとめ方のスキルアップなど社員の仕事力向上にもつながっているそうです。
　この取り組みは、従業員の声を発しやすく、従業員全員で会社を改善しようという組織づくりにも役立っている制度と考えられます。


FFULDHREH—EXE

SHEIERI S

WIAIIERNATYVID
INSOAKRBLWESH



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
田島興産の一番の特徴は、トップダウンとボトムアップのバランスがよい会社だと思いました。
経営者と従業員が一緒になって、100年を経て200年まで目指している会社です。
昨年佐賀さいこう表彰（女性活躍推進部門、健康経営部門）を受賞されています
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
田島興産さんは、会社の制度ありきではなく、社員一人一人の声を重視されているところが特徴です。
例えば・・・
①面談などで従業員の声を聞き、新たな休暇を設けたり、出勤時間を遅らせるなど勤務時間を柔軟に対応できるように変更。
②業務の効率化をトップダウンではなく、従業員自身に考えさせ、改善されました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その他の取組としては、
③従業員が主体となって月に1回部署を超えての全体会議をおこない、会社全体で情報共有をされたり、
④仕事以外の活動や自己啓発も推奨されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・事例３として私が勤務しております、九州電力での「テレワークで働き方改革」を紹介します。
・弊社では、従業員が活力を持って仕事に取組める環境づくりや業務効率化、労働生産性の向上策を目的として働き方改革に取組んでおり、その取組みの
    ひとつとして佐賀県でも推奨されておりますが、弊社でもテレワークを推進しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・テレワークは、意識をもって業務の工夫や改善次第で出社時と同じレベルの高い生産性を生み出すことが可能な働き方です。
・ただし、資料作成等に適しているものの現場作業や対外折衝には向かない仕事もあるため、仕事の特性に応じた使い分けが重要です。
・テレワークを効果的に活用することで働き方を進化させることが可能というわけです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・では、職場で働くこととテレワークと何が違うの？テレワークの何がいいの？という疑問をお持ちではないでしょうか？
・テレワークのねらいのひとつが「一人ひとりが自律的な働き方をできる」ということです。自分で時間の使い方やどうやったら生産性を高めることができるのか考える能力を伸ばすことにつながります。
・２つ目は「ワークライフバランスの実現」。業務に集中できたことで時間短縮となり効率が図られ、余った時間で家族との時間や育児・介護、自己啓発等に時間を有効活用できます。
・３つ目は「世の中の変化に対応」です。
・コロナ禍を踏まえ、変容しているリモートへの対応が可能
・新型コロナウィルス等に伴う事業継続計画（ＢＣＰ）など、有事の対応にもテレワークが役立ちます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ここでＢＣＰについて簡単に補足させていただきます。
・ＢＣＰは、「Business Continuity Plan」事業継続計画の略で、企業が新型コロナウィルス等感染症などの緊急事態に遭遇した場合に、平常時から行うべき活動などをあらかじめ取り決めておく計画の事です。
・このような場合でもテレワークが役立ちます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、テレワークをこれから実践する際のポイントについてご説明します。
・テレワークは、1人での作業となるため、孤独感や上長や職場のメンバーに相談できないこと、手元に資料がないなど課題もあります。
・そこでＩＣＴの活用がとても重要なポイントです。弊社では、パソコンの耐用年数の関係から入れ替え時期がちょうどコロナ禍と重なり、新しいパソコンを導入しました。
・今までのパソコンと違い、カメラの内蔵があったり、スピードが速くなるなど高性能で携帯性に優れた機能となったこともあり、テレワークの実践に役立っています。
・弊社で使用しているＴｅａｍｓは、皆さんもお使いになっているラインと同じようにチャットやリモートで電話もつなぐことも可能です。また、資料の共有もできるため
　このツールを使ってリモート会議を実施しています。
（以下、省略）
・ＩＣＴのコミュニケーションツールは、会社によってそれぞれと思いますが、弊社ではTeams 、メール等を利用しています。
・また、今後は活用頻度の高い資料は、あらかじめ電子化しペーパーレス化にしておくことで、テレワーク実施時に見に行くことができて作業の効率化アップにつながると考えています。
・やはり、ＩＣＴの活用は重要だと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次のポイントとして
・成果意識の徹底です。
・難しい面もありますが、テレワークを実施するごとに管理職と部下でその日の目標（ここまでやる）を設定して、上長に本人が共有したうえでテレワークを実施することがより高い生産性を生み出すことにつながると思います。また、良かった点を評価し、改善点を適切に支援・指導を実施します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、このテレワークを
・世の中に対応していくためにも一過性のものにしない。
・業務運営やライフスタイルの変革に繋げることで、多様な働き方のひとつとして今後も恒常的な業務運営として定着させることができるよう取り組むことが今後も重要と考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３社の事例をとおして、多くの学びを得ました。
どの企業も共通して言える働きやすさポイントを３つみつけました。
現場から声が上げやすい、それと同時に、経営者の考えや理念を従業員が理解しやすい状況があり、職場に一体感がありました。
社員同士が「お互い様」と業務や休みを融通しあっていました。
新しい機械を導入する、システムを使いやすく変更するといった設備投資は、実は非常に重要で、
たとえば、先ほどの事例で紹介しましたがテレワークが飛躍的に進んだ要因として
社員の意識が重要なのは当然ですが、「社内システムの大幅な更新」という設備投資が、
テレワークが飛躍的に浸透していくきっかけともなりました
製造業でも、工程や時間が軽減される最新の機械を導入することは物理的な働きやすさにつながっています。

先ほど紹介した３つの企業はなぜこのような働きやすい職場となることができたのか。
私たちが話を伺う中で、大きな原動力だと感じたことは「経営者、トップの方が変化に対応し、改革に取り組んでいる」というところでした。

このコロナ禍で、わたしたちの暮らしは大きくかわりました。働く環境も大きくかわったと思います。
体験したことのない出来事の中で、今までのやり方が通用しない、行く末が見通せないという、いわば変化せざるを得ない状況に
多くの人が半強制的に放り込まれたような１年でした。

これまで遅々としてすすまなかったテレワークは飛躍的に増え、もはや、なんだやればできるやん！という状態です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
男性も女性も関係なく働きやすい職場、子育て中の人、介護中の人、病気の人、元気な人、様々な立場の人が働きやすい職場になるためには
多様な働き方を許容できるように、つどつど柔軟に変化していかなくてはなりません。

経営者だけが変わればいいという話ではありません。わたしたち従業員も「どうせ言っても無駄だし」「今までのやり方が楽」とあきらめず、変えてみよう、変われるんだと思い挑戦することが大切なのかもしれません。
つまり
あなたもわたしもかわらなきゃ

以上で、わたしたちＢグループの発表を終わります。





・業務面や精神面の「分散」。仕事内容はもちろん、自分や上司、同僚が感じているプレッシャー・不安を分散し、大きな課題を誰か一人の重荷にせず、分散させる。
・経営者・従業員間においても、女性・男性の性別などにとらわれない多様化を意識したダイバーシティの推進
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